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臨床検査 

日和 

冬号 

臨床検査日和 第 6 号 2016 年 １月 

岐阜県 白川郷 

Q．採尿のとき中間尿を採るのはなぜですか？ 

Ａ．初めの尿を捨てて中間尿を採ることで、尿道付近に付着している細菌

や上皮細胞を洗い流すことができ、より正確な検査を行うことができるか

らです。採尿の際は最初の 1/3～1/2 の尿は採らずに流し、その後の尿だ

けをコップに採るようにして下さい。ただし、尿がどうしても出にくい場

合などは、量が少ないと検査ができないことがありますので、すべてをコ

ップに採るようにして下さい。 

（一般検査担当 金光） 

 

はじめまして！ 

臨床検査技術部の広報ワーキンググルー

プメンバーです。 

2014 年より活動を始め、院外向け広報誌

として『臨床検査日和』を 3 ヶ月に１回発

行してきました。その他、院内向け広報誌

の編集なども行っています。 

多くの方に読んでいただきたく、わかりや

すい内容で、興味深い記事になるよう、ス

タッフ全員でアイデアを出し合って作成

しています。 

これからも、みなさまに役立つ情報を提供

していきたいと思っておりますので、ぜひ

アンケートにご協力をお願い致します！ 
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肝臓の働きについて 

肝臓は原料を化学反応によって加工する工場のような役割をしており、その働きは大きく分ける

と 3 つあります。 

①代謝(たいしゃ)：食べ物から取った糖・たんぱく質・脂肪を体内で使える形に変えて貯蔵し、

必要なときにエネルギーのもととして供給します。 

②解毒(げどく)：アルコールや薬、老廃物などの有害な物質を分解し、からだに影響をおよぼさ

ないように無毒化します。 

③胆汁(たんじゅう)の生成：肝臓でつくられた老廃物を流す「胆汁」を生成・分泌します。 

肝臓って？？ 

肝臓は、お腹の中心から右寄りに位置しており、 

成人男子で 1200～1400g、 

成人女子で 1000～1200g あります。 

体重のほぼ 2.8%に当たる、体の中でもっとも 

大きく、もっとも重い臓器です。 

 

 

食べ過ぎによる肥満やアルコールの飲みすぎが原因で肝臓が炎症を引き起こし

たり、脂肪の蓄積した状態（脂肪肝）になることもあります。肝臓は病気になっ

ても症状が出にくいので、日頃から生活習慣に注意することが重要です。 
 

AST(GOT) 
肝細胞内でつくられる酵素で、肝臓もしくは心臓や腎臓などの臓器に多く存在しています。AST は肝臓以
外の臓器にも存在するため、値の増減が必ずしも肝臓に関係しているとは限らず、ALT も一緒にチェック
する必要があります。 

ALT(GPT) 

肝臓に一番多く存在している酵素で肝臓の病気の診断には欠かせない検査の一つです。何らかの異常で肝細
胞が破壊されることにより、血液中に漏れ出します。 

その数値が高いということは、それだけ肝臓が障害を受けているという状態と言えます。 

γ-GTP 
たんぱく質を分解・合成する働きをする酵素です。お酒の飲み過ぎ・肥満やある種のお薬などにより、γ-GTP
がたくさんつくられるようになります。そのためγ-GTP が血液中に漏れ出し、数値が上がります。 

LDH（LD） 
肝臓に多く存在し、肝臓の細胞が傷ついたりすると、血液中に放出される酵素です。肝臓の病気以外にも、
白血病や、その他さまざまな臓器の病気で数値が上がります。 

ALP 
肝臓をはじめ、腎臓などのからだのさまざまな細胞でつくられる酵素です。 
肝障害により、胆汁中に存在する ALP が血液中に漏れ出し、数値が上がります。また ALP は骨でもつくら
れているため、成長期の子どもや骨の病気などでも数値が上がります。 


